



































































































































































Ⅱ. 治 療 ��
�
抗ヒスタミン剤と抗アレルギー剤�
　アトピー性皮膚炎の内服薬には抗ヒ
スタミン剤あるいは抗アレルギー剤を
使います。眠気などの副作用が出ること
がありますので、自分に適した内服薬を
主治医と相談して決めてください。�
重症アトピー性皮膚炎の治療�
　アトピー性皮膚炎が重症化すると、年
齢に関係なく、患者さんの15％～20
％に白内障（アトピー性白内障）が出て
きます。重症の患者さんにはステロイド
短期内服を併用して、なるべく早く皮膚
炎を軽症レベルにコントロールします。�
　皮膚炎が中等症～重症である患者さ
んは、定期的に（年に数回）、眼科で白
内障の検査を受けてください。�
悪化原因の検査�
　以上の治療でなかなかよくならない場合、あるいはよくなって
も再発を繰り返す場合には、専門医で悪化原因の検査を受けてく
ださい。外的な悪化原因はパッチテスト・光パッチテストで調べ、
内的な悪化原因は除去・投与テス
トで調べます。�
　悪化原因を見つけて除去すれば、
皮膚炎は普通の治療でよくなって
いきます。�
悪化原因と疑われるもの�
（化粧品、職場の化学物質など）を皮膚に貼る�
48時間後、アレルギー反応の結果を判定する�
���
パッチテスト�
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この冊子は再生紙を使用しています。�
よりよい医療の実践に向けて��
¡患者さん本位の医療を実践します。�
¡信頼・安心・満足を与える病院を目指します。�
¡あたたかい心で最先端の医療を提供します。�
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滋賀医科大学�
医学部附属病院では�
�
滋賀医科大学附属病院TOPICSは、患者さんに役立つ保健医療情報の提供を目的として発刊されています。�
　治療には信頼のおける皮膚科の専門医を選び、必ず治ることを信じて
正しい治療を受けることが大切です。�
　滋賀医科大学附属病院の皮膚科では、アトピー性皮膚炎の専門的な治
療に取り組み、高い成果を挙げてきました。�
　現在は上原正巳教授（月、水）と杉浦久嗣講師（火、木）が中心になって
専門的な外来診療を行なっています。�
